
         『原発をとめた人びと』           2026 年 06 月 22 日  

 私は九州で育ったので、日本海を見たことがなく、行ってみたいと思い続けていた。牧

師仲間 10 人くらいで、新潟から船で佐渡に渡り、2 日ほどかけて佐渡を一周した。日本一

綺麗と言われる海岸で泳いだことが印象に残っている。また、妻の祖父の家である青森県

深浦町に行き、日本海に太陽が「ジュッ」と沈む素晴らしい光景をみた。更に、能登半島

の海を見たいという思いも、叶えることができた。海を見るために整備された商店があり、

砂浜を車で走れるドライブウエイもあり、綺麗な日本海を堪能した。能登半島先端の珠洲

市の旅館に泊まった。三度、日本海を見る機会を得た。 

 ところが、2024 年の元旦、宿泊した宿近くの海底を震源とした震度 6 強の大地震が起こ

った。家屋は損壊し、土地が隆起し、がけが崩れ、津波も襲い、大災害となった。その後、

この地に原発を建てる計画があり、それを阻止した住民の闘いがあったことを知った。福

島原発事故を経験しただけに、もし原発が設置されていたら、取り返しのつかない大惨事

になったという報道がなされ、原発を止めた住民たちの闘いが賞賛された。色々なマスコ

ミで住民たちの闘いが紹介され、私も深く感動した。 

 ジャーナリストの七沢潔氏が、『原発をとめた人びと 奥能登・珠洲 震源地からの伝言』

を著わし、住民の証言を中心に、原発を止めた闘いを報告している。日本では原発は 54 基

あるが、原発設置を阻止した地点は 50 ヵ所あり、再処理工場を拒否したのを含めると 64

ヵ所もあるという。この運動がなければ、100 基以上の原発を抱えることになっていた。

原発は過疎の町村に建設され、原発によって町村は活気づき、雇用が増えると説得された。

電力は都会に送られる。そのことを、一人の女性が「電気はみんな向こうのほうへ送って

しまうんげやろ。そんないい電気なら、こんなとこ建てんでも東京湾でもどこでも建てる

とこたくさんあるやろ。…こんなとこに建てるとこ見ると、たとえ事故が起きて死んでも

少ないとみるんやね。田舎のもんを人間とみとらんがやね。本当に情けないです」と語っ

ている。「安全神話」が真実なら、東京湾や相模湾付近に建設すれば送電費用も安くて済む

訳である。原発は過疎対策をエサにした構造的差別で成り立っている。行政の責任者たち

は、町が活性化し、税収が上がればと、建設に前向きになる。石川県、珠洲市の場合もそ

うであった。しかし、能登半島沖の豊かな漁場を守りたい漁師たちと、命を大切にする親

鸞の教えに従う浄土真宗のお坊さんたちが核になって、民主主義を貫徹する形で反対運動

を展開した。原発について学び、納得するまで話し合う。そして、建設反対派の議員を議

会に送り出そうと、慣れない選挙運動をする。関西電力は札びらを切って土地を買収し、

賛成派を得ようと接待に懸命になる。子どもの証言は率直である。「よその子が『おばちゃ

ん、おばちゃん、うちの人に絶対しゃべるなって言われたけど、うちの床の間にはお酒の

入った瓶がたくさんあるけど、昨日は家中してどこかに連れていってもらった。それでご

馳走になってきたんだ』っていうの。『タクシーで帰ってきた』って。『でも家の近くで降

りると見つかるから、ずっと離れたところで降りて歩いた』って言うの。」小さな地域内で

は、互いに知り合い、賛成派と反対派の軋轢は深刻であるが、反対派は地道な活動を続け

た。七沢氏は、「『分断』に抗して、なんとか人としてのつながりを維持しようとした住民

の粘り強さ、日常生活での知恵こそが、30 年近い長い闘争に打ち勝ち、原発立地計画を『凍

結』に導き、共同体を守り抜いた、もう一つの大きな要因であったことがわかった」と評

している。日本において、このような地道で民主的な闘いによって、50 以上の原発建設を

止めた事実があったことは、原発の再稼働、新設をとまで言われている現在、深く記憶さ

れ、学ぶ必要があるのではないか。地震列島の日本には原発は無理である。 


